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蒙簸賞漉藍「轟ゆみ鍛食憲メン三…

1978年東京大学医学部医学科卒業。1984年 東京大学医学部助手。1988年テ
ネシー大学生理学研究員。1996年 フリンダース大学老年医学研究員、東京大学
医学部助教授。2000年杏林大学医学部高齢医学主任教l受 。2006年同病院も
の忘れセンター長 (兼任)。 2010年目立長寿医療研究センター病院長。2014年
同センター総長。2015年から現職。

名古屋市千種区在住。現在69歳。60歳のころ、アルツハイマー型認知症と診断
される。長年勤めた青果店を退職後、約9か月間にわたり自宅にこもりがちな生
活になったが、その後、仕事や地域のスポーツクうプの活動を通して、地域・社会
とのつながりを取り戻す。「あゆみの会」の中心的メンバーとして認知症の啓発活
動などを行つている。
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鰺症封蒜璧濃爾介護}

高丼 隆―
若年性認知症の方のデイサービスの経験を踏まえ、現在認知症の方と生活を一緒に楽しむ支
援を行つている。日 の々関わりの中で何気ないことで―緒に実tヽ 合しヽ、できることを一緒に思
いつきり楽し0ことを大切にしている。作業療法=リハビリテーシヨンだが、機能向上だけで
はなく、今まで生きてきた生活を振り返りながら人生の出をおりる支援していくことが認知症
の人への作業療法と考えている。生活の中で大切にしている作業を通じて自分を取り戻し、社
会のなかでの居場所を得て、人とつながってtヽく社会参力0を実現しようと日々 奮闘してtヽる。

1975年名古屋大学医学部卒業。1981年 奈良県立医科大学神経内科。1985年米国
メリーランド大学医学部神経内科留学 (2年間)。 1987年奈良県立医科大学神経内
科。1992年 」R東海総合病院 (現 。名古屋セントラル病院)神経内科主任医長。
1999年同副院長。2004年認,0症介護研究。研修大府センター研究部長、日立長寿
医療研究センター物忘れセンター神経内科 (ヨ1常勤)。 若年性認知症の社会的支援に
ついて取り組むとともに、もの忘れセンターで認,0症の診療を行つている。

名古屋市西区在住。現在58歳。51歳の時に若年性アルツハイマー型認知症と診断さ
れる。若年性認知症本人。家族交流会「あゆみの会」に参加し、当事者同士の出会い
のなかで前向きな気持ちになる。その経験から「認矢0症のことを知つてほしい」「当事
者にもっと外に出てきてほしt、 という思いで講演活動などを行つている。また全国
的にもめずらしい当事者キャラバン・メイト(認知症サポーター養成講座の講師役)

としても活躍している。名古屋市西区地域包括ケア推進会議認知症専門部会委員。

認鱚癌③Aと 家醸の豊灘知県菫都 察轟

1950年大府市生まれ。1973年中央信託銀行 (現三井住友信託銀行)入社。取締役
審査部長、執行役員不動産業務部長などを歴任。2008年 認知症だった亡父の鉄道
事故に関し」R東海より損害賠償請求を受ける。2010年提訴され、裁判の被告とな
る。2015年 大府市にて亡父の跡を継ぎ不動産事務所を開設。2016年 亡父の鉄道
事故に関し最高裁にて逆転勝訴判決を得る。これを機に、認知症の当事者や家族の
現実を社会に知ってもらうための講演活動を始めている。

まちなが   としお

田I永 俊雄 福祉ジヤー鰐スト 隋躙躙躙躙

1971年NHK入局。「おはようジャーナ′均 キヤスターとして教育、健康、福祉
といった生活に関わる情報番組を担当。2004年からは「福祉ネツトワーク」
キヤスターとして、うつ、認知症、自殺対策などの現代の福祉をテーマに、共生
社会の在り方をめぐり各地でシンポジウムを開催。現在は、フリーの福祉
ジヤーナリストとして活動を続けている。
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鬼頭 史樹
権蓋驀社褒A亀富覆毒社会場社協議会
饉菫墨華認鑢通聾嚢菫護警ンター菫事
彗等罐轟鐘症種談菫奎鐘議

日本福祉大学社会福祉学部卒業。社会福祉士。2013年 より若年性認知症相談支援
担当として、若年性認知症の本人・家族の相談支援、居場所づくりなどに取り組む。
名古屋市若年性認知症本人・家族交流会「あゆみの会」のメンバー・パートナーとと
もに、当事者の思いの実現、「認知症の人にやさしい地域。社会」を目指して活動。
認矢0症当事者による発信、普及啓発、当事者同士が出会い、活動が広がる場づくり
支援などを行う。
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入場は無料ですが、事前の申し込みが必要です。   ・讀釉
警  壽群響

参加ご希望の方は、はがき(単信 )、 FAX、 メール (ホ ームページの申し込みフオームから )の いずれかに

1。 名前 (必ず個人名を記入) 2。 重口便番号・住所

参加申し込みについて

3。

5。 ご―緒に参カロされる方の名前 (複数名の参加を希望される場合)を書いて、お申し込みください。

※当日の入場は『入場整理券 (1枚で1人入場可)』 が必要で魂 2018年 7月 17日 以降、順次、希望人数分を封書でお送りいたしま魂
※郵便番号、住所は正確にご記入ください。誤りおよび記入漏れがある場合、入場整理券が届かない場合がありますので、ご注意ください。
※個人情報は適切に管理し、本フォーラムの連絡のみに使用しヽたしま魂

下:1欄||ご記入の二|||■0ます●Aメ|=|てお―送●|い|た|だ|ナま|す:

4。 参加人数

〒150-0041東 京都渋谷区神南 1-4‐ 1第 t共同ビル

″ A円ピ厚生文化事業口「フォーラム超高齢社会を生きる愛知」係
FAX 03-3476-5956※ FAX番号はお間違いのないようお願いいたします。

fi-Ad-Y https://www. n pwo.o r.J p/

名前

※必ず 1国 人名を ご記入 くださしヽ

<ご一緒に参カロさねる方の名前 >

※勤務 先住所の場合は、勤務先名 も忘れず にご記入 ください
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